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仕事場から「工場]へ

「ラインラント・ベストファー νン公認佐民録 (1833)J分析(1)一一

渡 辺 尚

I 

「ラインラ γ ト・ベストファーレン公認住民録Jll分析をさきにエノレハーフ

ヱノレト・パノレメンについて試みたが刊 本稿ではこれに続き， ニーダーライ Y

綿工 業地帯4郡"につい℃同様の作業を行う ιとにする O ただし，分析の主眼

はおのずから異ならざるをえない。

~ノレバーアェノレト ハノレメ γについては， 1830年代にほ絹をもっとも多量に

用いていたとされる「絹織業」なるものが，実は，半絹織業=絹綿交織業にほ

かならず，依然として綿が最重要の素材であったこと，ひいてはライン地方最

大の繊維工業中心地を支えていたものは綿経済にほかならないことを明きらか

1) 01百ziellesAd:間口Buch.1也rRheinland= Westphal帥 zumVortheil armer }岳山lken
herausgegeben von Ruttger Bruning， bearbeitet von Goswin Krackゴugge，Elb町 feld1833 

2)ではこれを「ラインラソト・ベストフア V ン公認人名録」と訳したが，意味を 層明確に

するため「住民録」と訳し置す。以下 Adress-BuchもL<は「住民録」と略記する。

2) 筆者稿「プッパータールの「商人」一一一社会的分業の推進者たち J ，経営史学」第9巻第
2号， 1974年11月，所収および DieWuppertaler Unternehrn町 IIIden dreJ.siger Jahren d倍

19. Jahrl山 uderts，Eine Analyse des Adresbllches von 1833 unterもesonderer Beruck 

sichtigung des Verhaltnisses zwischen Baumwolle und Seide. In 正lokudaiEconmnic 

p時 ers，Vol. 3， 1972/3 
.3) Kemp四， Gladbaclョ， Grevenbroich， Neuβ の4郡 CKreis)o これは現在のメンへγグラート

ハハ商工会議所およびノイス商工会議曹の両管区を合わせたものに当る。 1837年にグラ トパハ

郡商業会議所 CHandelskammerdes Krelses Gladbach)として発足した今日のメンヘングラ

トバハ商工会議所はやがて隣接のグレーペンプローホ郡を編入し，さらにはノイス郡も組み入れ
て第三次大戦までは HandelskammerGladbach:::: Rheydt= Ne岨と称するまでにその管区を

拡大したが，戦憤前出白三商工会語新に分割された。Industrie-und Handelskammer zu M品

chengladba.ch， Lebend句評 Wirtscha:ゾii'm Wandel ZU1n MO!geTι 125 Ja1tre In.d凶白骨

und Handelskammer zu Manchengla場町九 M白lcher主gladbach1963， S. 17 fの叙述を参

照。
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うに受けとめられはじめていたかを検討する乙とでもある。それゆえ本稿で直

接に問題となるのは， ドイツにおける工場制度の成立過程ではなく，工場概念

の成立過程なのであり，これにドイツ綿工業の構造がどのように関わっていた

かを，グラートパハ地域の例によって分析してみることによって， ドイツにお

ける工場制度の特質を浮き彫りにしてみたいのである。

n 

エノレパーフヱノレト・バノレメ Y分析のときと同じように，まず 4郡について繊

維工業およびそれに関連する部門のすべての経営者名古「住民録」から抜きだ

すことから始める汽ついでそれを群別して，各群ごとに経営者名と営業内容

を「事情」の記載とつき合わせながら検討していきたレ。

各自治体/部門ごとの経営者数を示してみると，第 1表のようになる。

(1) 綿織業

綿布のみを生産する業者数は57に上 OJ.ζ のうち48経営がグヲートパハ郡に

集中している O 織物取引業・小売業を除けばも勺とも経営数が多い。

左ころで「住民録」の経営者名を「事情」のそれとつき合わせてみると第 2

5) Adress-Buch. S. 328-353 (Kreis Kemp田)， S. 378-395 (Kr. Gladbach)， 5. 395-406 (Kr 

Grevenbroich)， S. 406-421 (Kr. Neus) ケンベン郡は20の自治体 (Burgermeisterei)から成

り，同積&86平芳マイノレ，住宅数 CPrivatwohnhauser-一一これは世帯数に相当するとみなされ

よう)8184戸，人口5仇229人(したがって 1戸あたわ6.1人)であった。 このうち「住民録』へ

り世担器者数は 909名〈会社も含む-以下同じ〕で，官業人口のほぼ 1割が収録きれていること

になる a さらにこ町うちで繊維業に関連するとみなされる者の数は 204名I 201経営で抽出車は
2.2.7%である。

ゲラートパハ郡は14の自治体から成り，面積4.3C平方マイル，住宅数7，541戸，人口 46，142人

(1戸あたり6.1人〉であった。，住民需」へり挫収韓者数は634名て.世業人日のほぼ8%が収
録されていることになる.これから2日告 (200経営)を抽出した。抽出寧は34.1%である。

ゲレーペンプローホ郡は15自治体から成り面積は4.18平方マイル，住宅5，405戸，人口 31，368

人(J戸あたり5.8人).このうち「住民録」に収録されたのは419名で営業人口りほぼ8%を収
録している。これから66名 (62経営〉を抽出したa 抽出串は約16%であるa

ノイス郡は15自治体から成り (Grefrathはケンベン郡田同名の自治体とは別のものである).

面積5.14平方マイノレ.住宅5，204戸，人口31.198人(J戸あたり 5.9人)であった. ，住民録」へ

の世血録者数回60名，営業人口のほぼ11%が収聾されている.これからさらに叩7人〈佐官〉を

抽出した.抽出車は約吐9%である.
以上4郡合わせ (2，522名から593名 σ70桂営〉を抽出した.
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にすることにあった。

しかしニータ ラインについては，このような分析視角はもはや不要であろ

う。グラートハハ郡を中心とするライ γ河左岸域は，いわゆる「ヲインのマ γ

チェユターJとして， L9世記ドイツ綿工業の一大中心地であった ζ とは周知だ

からである。それゆえこの地域の分析に際しては，当時のドイツ綿工業が到達

した生産力水準を測定するための恰好の事例として，直接に経営形態の分析へ

と立ち入るべきであり，それは， L83C年代とし、う時代を考えれば，当然に工場

制度の成立に焦点が合わせられなければならないということになろう。

しかし，まさにこの点において|住民録」はほとんど何も語ってはくれない

のである。もちろん同時代の他の史料によっ℃補うこともある程度までは司能

であるが^'，住民録」を主な分析刻象として採り上げるかぎり，経営形態その

ものの立ち入った分析は断念せざるをえない，j- I住民録」を利用するにあたり，

まずこの資料的制約に触れておく。

とはいえ，この資料上の制約はかえって，工場制度なるものを従来とは全く

別の新しい観点から検討してみる己主の余地が残主れているこ Eを示唆しても

いる。それは工場制度の成立過程をいわば本質論的観点から，すなわち技術史

的(機械化)にもしくは分業論的(協業化〕に跡づけることに限る必要はないので

はないかという反省を触発し，工場概念をより歴史的，もしくはより現象論的

立場から把握し直してみることの可能性へと，われわれの関心を誘うのである。

このような観点から，本稿では「住民録」に“ Fabrik"，'‘ Manufaktur "， 

“Muhle ，~等の作業場を示す用語が当時の用語習慣において，実際にはどのよ

うな意味で，どの業種に，どれほどの頻度で使用されていたかという ζ との検

討に焦点を合わせたい。それは各種の経営形態が同時代人にあらためてどのよ

4) 本稿では「住民畢」を補強する費料として， とくに GcrhardAdelmann CHrsg.)， Der ge 
W"'るuch間 dustrielleZ副 tandder Rheintrorinz im Jahr 1836 A凶 licheUbersich加"

Bonn 1967を利用する。 ζり史料についには，葦者による紹介rGア デノレマン編1i'1836年ラ
イソ川鉱工業事情地豆別統計jJ吋E海道大学・経済学研究』第23巻第3号， 1973を審照L以下

本稿では“z，ωtand"もしくは「事情」と略記する。
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表のようになる。 r事情」では問題としている 4郡のうちケ γベン郡を除く 3

郡については経営者名が記載されず，とりわけグラートパハ郡については，こ

の業種は「半絹・綿織物業」と一括されて包括的数値が載っているだけなので，

綿織業者の集中しτいるグラートパハ郡につい亡は r住民録」の記載内容を

「事情」によっ亡個別的に確かめることはできない。

ケンベγ郡については. Suchteln の S.Cohnenの営業内容が両者でくし、

違うこと，グレ ベンフローホ郡 Elsenの Fr.Boe11ing &. Com pが「事情」

では「綿紡績業」と記載されているととなどが自をひく。 r住民録」によれば

Elsenには紡績業経営は見当らないので Boelling& Comp のBaumwol~

Ienwaarenfabrikは単なる織物業経営ではなく，紡績工程も含んでいたζ とが

推定される o

と乙ろで「事情」によれば， Lobbericbの Heythausenは織機85台， Glad-

bachの83経営は平均7自台の規模であり， 当時この地域の綿織業者は平均80台

前後の織機を使用していたことになる。しかしこれが経営主の作業場に集中し

ていたのではなく r事情」で「一般に， 織物業に従事する労動者は， Glad-

bach， Grevenbroich， Erkelenz， Kempen， Bergheim， Heinsbergの各都に住

んでいるj と注記されるように"， この業種の支配的な生産形態は問屋制家内

工業であったようである7)。しかも Erkelenzと Heinsbergとはアーへン県，

Bergheim はケノレン県に属し(グヲ lバハ郡はデュセルドノレフ県)， 経営の所在

地と生産現場とは往々にして所属県すら異にしていたことが注Hされる。

121 綿・絹織業

綿のはかに絹も使用している経営数は，第 3表にみるように22主数え，その

6) Z叫 tand，S. 59 
7) このことはし、わゆる Baumwollenwa町田fal:白kが協翼過程をまったく合まなかコたとし、うこ
とではない。紡績業が兼営されるとき，往々 にしてそれは商号によっては明示的に示されないζ

とがありえたようであり， Rheydt蹴に経宮山拠点を置いた Goertz& Enoepohl， El諸国川岸

に主力作業場を設置した FriedrichsBoelling & Comp. (J)場合などが好例として挙げられよう B

こり点については JoachimKermann， Die Manufakturen irn Rhe帥 land1750-1833， 
Bonn 1972， S. 223-224を参照し
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第 1表繊維関連業者数一、覧

t自 綿絹 手掛隊 嗣 麻 毛
整i業h1 羊t'i

主

染J奈 ト赤 正時
制霊t 臓

霊 織業
職 織 織 続 染 ル染 白

業 業 業 業 毛業 巴業 コ業 業

1 Kempen . l 1 2 

2 Sct Hubert 

3 Huls l 1 

4 Sct Th凸uisberg

50edt 

6 Vorst 

7 Sct Thonis 

8 Grefrath 

9 SUchteln 1 3 2 2 

10 Breyell 1 

11 Lobb邑rich 1 

12 Boish巴，m

13 Dulken 1 1 2 5 1 

14BkkualWrricdgaheWldsnaP血klE同deirnll clhee l 

2 
15 

16 Kaldenkirchen 3 

17 BI"acht 
18 Amern 

2 3 Sct Georg 
19北mern

1 2 Sct Anton 
20 Bruggen 1 (1) 

ヨ函r 2 5 5 4 4 5 9 5 3 
(6) 

21 Gladbach 4 II 1 6 4 1 (1) 

220bEErZE1E1ebdut rth 1 
23 Obemieder 

2 1 l 3 
6 2 5 
(3) (6) 

241v1nlzzeteerebbsrsuunerrin etEh h der (1) E 

25 14 1 2 2 (2) 

26 Neersen 1 2 

27 Schiefbahn l 

28 Dahlen 1 

29 Odenkirch己目 3 3 1 6 1 

30 Rheydt 24 4 2 
7 

(1) 
31 Km且巴h巴nhrnir.h

32 Klein白 lbroich

33 Liedb己'g

34 Schelsen 

小
48 17 4 3 2 13 28 4 6 
(49) (32) '6) (13) 
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帽製

機革具製坦業

石製 融取 組小

ま霊

小取 '1--J 原取 原小 石取 運

霊商業
そ

造 追 ヲl 売 間引 間売 .H;:;I 材売 ヲl 送 乙刀

子業 鹸某 物業 物業 物業 物業 料業 料業 民業 業 他

2 9 (1) l 1 

2 

(1) 10 (1) 3 

4 

5 ( 1) 5 

3 6 

7 

5 1 (2) 8 

1 2 11 (2) 1 9 

1 
15 

3 9 13 10 (2) (8) 

i 11(5 1 1) i 2 11 

1 12 

1 8 1 2 1 
13 (8) 

15 1 1 1 
14 ( 1) 

2 15 

l ア 2 1 1 1 1 16 (2) 
4 17 

1 I 6 2 18 

19 

1 I 1 3 
20 (2) 

(i)l 司白

86 29 
3 

2 13 16 3 
づ、計l3 I (89) (31) (4) 5 I (36) (4) 

1 5 (2) 3 2 1 2 (3) ( 1) (1) 
l 

2 23 

1 1 24 

2 4 1 1 3 2 25 ( 4) 
2 1 く1) 2G 

2 27 
3 

6 28 

1 
(31 〉

4 1 29 

1 (1) 
6 

1 (1) 3 1 5 1 30 

2 (1) 31 

1 32 

33 

34 

d 戸 (1) 24 9 
2 

(1) s 12 2 2 
6 

6 
3 1/1、，((35) (4) (13) (3) く7)
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柿 綿桐 綿麻 網 麻 毛

勅業綿績

羊紡

麻拙主
染主奈 ト赤 標

1前弘
縄業 織業

融 111¥ 揃 績 染 ル染 臼

業 業 業 業 毛業 色業 ヨ業 業

35 Grev邑口broich 1 

36 FcI皿 merw白d

37 Bedburdyk 1 

38 Elsen 1 

39 Evinghoven 

40 Garzweiler 1 

41 Gustorf 

42 Hemmerd印

43 Hiilschr白'h

44 Jticherョ 1 1 

45 Kelzenberg 

46 Neukirchen 

47可V日010

48 Wevelinghoven 

49 Wickr.ath 4 

言十 6 1 2 1 

50 N印 B 1 5 5 3 5 1 

51 Zons 

52n口rmagen

53 Nievenheim 

54 Heerdt 

55 Buderich 

56 Kaarst 

57 Buttgen 

58 Glehn 

59 Grefrath 

60 Holzheim 

61 Norff 

62 Grimlinghau回 o

田 Ncttcshcirn
64 Rommers. 

1 kirchen 

計 1 5 5 3 6 1 

57 
ムロ ，~ 22 2:J_ 2 9 13 3 45 4 Ui  

(58) 5 I (49) 人6) (I9) i 5 
しー一一一一一

持 ，1、計<D( )は他の業種に含ませられたものも事入した数字。

1..........20: Kr. Kempen， 21'"'-'34マ Kr.Gladbach， 35......，49: Kr. Grevenbroich， 50"-'64: Kr 

Neus 
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相型

具機械語器製業造

石製 融取 融小

取業糸引 業主糸
小取 小小 原取 原小 石取 運

業書託商

勺ど

造 造 づl 売 R司ヲl「司先 材引 材売 ヲl 送 '" 子某 島俊業 物業 物業 物業 物業 料業 料業 炭業 業 他

4 2 2 35 

36 

1 2 3 37 

1 38 

39 
1 

2 
40 く1)

1 41 

2 1 l 
42 

(1) 
3 

" 1 2 44 

45 

3 46 

2 47 

3 1 1 48 

1 2 3 f1 l〕 49 
「

2 4 15 16 2 2 2 
'H十3 I (I6) (3)! (3) 

3 3 1 11 7 
2 6 

11 2 1 4 50 (3) く21〉 (1) (1) 
51 

4 52 

2 53 

54 

(1) 1 1 55 

1 56 

1 57 

1 1 1 58 

1 59 

1 60 

61 

2 1 1 62 

1 5 63 

5 1 64 

3 4 l(114 8〉 (221 2〉 3C1121 〕 6 13 (2 3〉 1 5 小E十

9 
17 7 139 

(775 8) 
5 2 5 10 38 8 15 24 7 11 

合計(10) (8) (158) (7) (3) (7) (1l) 〈臼〕 (16) (25) (8) (12) 
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Salomon Cohen， Seiden. und Samtfabrik (他の 4経営とと
もJこ375--250)

.lak品 川"dQuirin Hト~yth出出向 Baumwollfabrik (126-85) 

簿名者業織

Suchteln 

1 Sal.α，hen， Baurnwollenwaarenfabrik 
Lobberich 
2 Jak. & Quirin正leythausen，Baumwollenwaarenfabrik 

(Associe: Jak. Heythau田 n，Guts- und Muhlen. 
besitzer) 

Gladbach 
3 Gust. & Ludw. Crameァ" Baumwollenwaarenfabrik 
4 Joh. Mich. Lensen， Kattunfahrik 
5 Richard Lange1ιBaumwollenwaarenfabrik 
6 Wilh. Stein， Kattunfabrik 

Obergeburth 
7 Ferd. rlt匁wμtnns.KattunIab日K

Oberniedergeburth 
8 Joh. Wilh. Sch口ck，Kattunfabrik 
9 A， Troost， Kaulen & Com.ρ， Baumwollenwaarenfahrik 

und Farberei (A田 ocie:Abr. Troost， Gemeinderath) 

Unterniedergeburth 
(Wilh. Pongs， Baumwollspinnerei und Baumwol1en. 
waarenfabrik) 

Vierssen 
10 A叫 an.品山 Berger，Baumwollenwaareniabrik und EUen. 

waarenhandel 
Joh， Hez.η'r. Berrischen， Baumwollenwaarenfabrik 
Rraβ & H.ク'.rdegpn，RRllffiwollp.TIwaaγp.nfahrik 
Ey門 ng& Lingenbrink， Baumwollenwaarenfabrik und 

Turkischrothfarberei 
Math. Furnωn出 & Sohne， Baumwollenwaarenfabrik 

綿第 2表
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83 Halbseiden-urrd Baum'lυollfabriken (12960-6480) 
1 PO叩 erlooms 尋問n- und Nesselw抑制 (230ー78，

1 Dampfmaschine v. 12 PK) 

Ellen-
22 
23 

Odenkirchen 
24 Joh. IIeirl"r. suhren， saumwollenwaarenfabrik 
25 Joh. Pet. Mithlen， Baumwollenwaarenfabrik 
26 Isaak Salomon， Baumwollenwaarenfabrik 

Gebr. H.岬gohr，Baumwollenwaarenfabrik 
Joh. Heinr. Hoeges， Baumwollenwaarenfabrik 
Jonas Leflmann， Baum、i¥"ollenwaarenfabrikund Ellen-

waarenhandel 
18 Fi口'edr.Lorentz， Baumwollenwaarenfabrik 
19 Witwe， Jal~ ， J.\1illing~ Baumwollenwaarenfabrik 
20 ゐ h.Pferdemenges & Sohr.ιEaumwol1enwaarenfabrik 
21 Friedr. Adolph Schleicher & Sohn， Baumwollen-

waarenfabrik und Turkischrothfarberei 
Ja是 T凹 nmesSen，Baumwollenwaarenfabrik 
Tん 111.り町古 Baumwollenwaarenfabrik und 

waarenhande 1 

Rhヒydt

27 Beu岬 s& Joebges， Baumwollenwaarenfabrik (Associe 
Jos. Joebges， Gemeinderath) 

28 Bitter & Rω'nzenberg，; Baumwollenwaarenfabrik 
(A，釦C田ー Ludw.Bitter， Gemeinderath) 

Adam Bresges， (Konrad's Sohn)， Gutsbesitzer und 
Baumwollenwaa目立fabrik

Wilh. Clever， Eaumw@llenwaarenfabrik 
Coenen & Keudel， Baumwollenwaarenfabrik 
Joh. Fournell， Baumwollenwaarenfabrik 
Goertz & E出 iepohl，Baumwollenwaarenfabrik (As 

配 cic: Kul Goertz， Gemeinderath， Oehl- und 
Branntweinhandel， Muhlenpach胞の

Gebr. Goeters， 13aumwollenw油田nfabrik
Wilh. Goeters， Baumwollenwaarenfabrik 

(
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Wilh. Heck， Gemeinderath und Baumwollenwaaren-
fabrik 

Joh. Heinr. Hintzen， Bau皿、iVollenwaarenfabrlk
Joh. Wilh. Jacobs， Baumwollenwaarenfabrik 

Spezereiwhandel 
Gebr. Junkers， Baumwollenwaarenfabrik 
Heinr. Korn. Kauwertz， Baumwol1enw回目nf~brilξ

Kopp & Thoenen， Baumwollenwaarenfab口k
ゐh.Pet. ，Lambe1白， BaumwolIenwaarenfabrik 
Wilh. Lenssen (Friedrich's Sohn)， Baumwollenwaaren-
fabrik (As田 cit::; W.i1h. Midl. Len出 jenF口edrich':s
Sohn， 2. Beigeordneter) 

Georg Heinr. Mette叫 us，Gemeinderath， Baumwollen-
waarenfabrik und Turkischrothgarnhandlung 

M帥 i四百五月pp，民aumwollenwaarenfabrik
Joh. Pet. Nieper， Baumwollenwaarenfabrik 
Joh. Heinr. Peltzer Sdhne， Baumwollenwaareniabrik 
.loh. Heinr. Pferdmenges & Sohn， Baumwollenwaaren-

fabrik 
Wi品.且en:tenbacher，Baumwollenwaareniabrik 
Ge占r.Steιn， Baumwollenwaarenfabrik 

und 
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44 

1 B.山unwollspinllereiin zwei Gebaudell (234， teils Er-
wachsene， teils Kinder← 7 As田山田町.ltsWatertwist， 3 
Handspinnereien) 

1 Baum日 olltuch四 eber.四 (8-4)

49 

50 

Elsen 
51 Friedrichs Boelling & C'-onLp.， Baumwollenwaaren-

iabrik an der Elsener Muhle 

Garzweiler 
52 Jak. Blittersdorj， 

Kattunhandel 

Wickrath 
53 Joh. Eduard Dellhard， Baumwollenwfabrik 
54 Offermann @ K.剖η~per， Baumwollenwfabrik (Associe : 

Pet. Offermann， G引neinderath)

Baumwollenwfabrik， Tuch~ und 



29 (253) 仕事場から「工場」へ

うち17経営がグラートハハ郡に集中している。

ζ れを「事情Jとつき合わせてみると，ケンベy郡 5経営

「住民録」の Meierのうち 3経営は経営者名が一致するが，

Witwe J. J. David Binger では「事情」(:J: Binger 

Platzhoffs Erbenが JakobPlatzho宜にそれぞれ変わって

いる。後者については経営の所在地はエノレノ、ーフェルトにあ

Aug. Schmitzが Bruggenのその代理人 (Faktor)って，

問屋商人の経営活動がラで経営に当っているとされており 3

イ γ何の両岸にまたがって行われていたことの一例 Eある。

ちなみに. r住民録」のエルバーアェノレトの欄で WitweJ. J 

J ak. Platzho旺Platzhoffs Erbenには社員 (A.回国〕として

の名が挙が pており，もしこれが「事情」の JakobPlatzho旺

だとすれば r事情」の段階宅は共同経営から自立して個人

経営に移った土考えられる。

総じて ζの部門も問屋制度が支配的であったとみなされる。
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Rath経営の営業内容に Muhlenただし Suchtelnの Pet

乙の場bandfabrikが挙げられていることが注目に値する。

合の Muhleが何を意味するのかは不明だが r事情」の

Lenssenの記載によっHr Kaldenkirchenの Wb.Wilh 

て，生産性の高いリボン織機であったことが推定されるから

綿・麻織業

これは第4表に示古れるように15経営を数える。 r事情」

8) Z山tand，旦 6&-67.r住民録」も「事胃」も営業内容Band-und Schnur-
riemenfabrikという表示は一致している> r事情」によると 19Band 
muhleを使用. 60人を雇用， 1台あたり平均日産量は 1000Ell聞とあ

る u なおと目リボン融機まいわゆる“ Ri~叩回出品"を指すのではないか

と考えられる@川本和良『ドイツ産業主聖本成立史論.s1971年，未来社，田

ヘジを参照.
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簿名者業指先制1・*"第 3表

A 

Diedrich Adarns， B札umwol1wurenfabrik(30-20) 

LAmid Binger， Halb::;聞 lenwareu-，S目ιleuuuu S出i1tfabrik
(他の 4経営とともに405-270)

Peter Rath， Halbseidenwaren~， Seid四ー， 3amt. und S乱mt.
bandfahrik (他田 4経営とともに505-370)

Suchteln 
1 Dietr. Adams， Halbsciden-uncl Baumwollenwaaren. 

fahrik auch Farhwaarenhandel 
Meier BingeηSeiu巳11'，Halbs巴iu出 lwaarCI1'， Bl:l.rch出 lL-，
Velhel-， Flanel1. und Sayettfab口lζ

l宅t.Rath， Seiden. und Halb配 idenwaaren.，Velbel.， 
Sammet. und Muhlenbandfabrik 

z 

Joh正mnCorltely， Seiden-und Baumwollfabrik (他の 2経世;
とともに390-300)

3 

Dulken 
4 よoh. C01出 ly，2， Beigeo工dneter，Baumwollen. und 

Halbseidenwaa工enfabrik，Manufaktur. und Kolonial. 
waarenhandel 

鴇
H
H
∞
鵡
戦
印

0
4

Jakob Platzhoff， Plu-scbfahrik (146-120) 
Bruggen 
5 Witweよよ PlatzhoffsErben， Fabrik in Seidenplusch， 

Halbseiden. und Baumwollenbandern in Elbedeld 
(Faktor: Aug. Schmitz) 

Gladbach 

日 Joh.B日 nes，Halbseiden-und BaumwolJenwaarenfabrik 
7 よ P. Boelling & Cro酔'1， Seiden-， Hulbseiden- und 

B;lumwollenwaarenfabrik 

Franz 正~rands， Halbseiden. und Baumwollenwaaren-
fabrik 

Karl Busch， Halbseiden-und Baumwollenwaarenfabrik 
Franz. IIerm. Charles， SLadtralh， Halbseiden- und 
Baumwollenwaarenfabrik 

11 Joh. Pet. Pauen & KauleJ1， Baumwollen-und Halb-
seidenwaarenfabrik (As即 cie:Kasp. Th. Kaulen) 

Pet. Wilh. Lungen， Halbseiden. und Baumwollen 
waarenfabrik 

8 

9 

10 

12 



Dαv. Metzer， Halhseiden-und Baumwollenwaaren 
fabrik und Ellenwaarenhandel 

Gebr. Pferdmenges， Halb配 iden. llnn B四 mwollεll-
waarenfabrik 

Jo.1auritz Pliicker， Halbseiden-und Baumwollenwaaren. 
fabrik 

Wilh. p，川町向 Stadtrath，Notablcr dcs Handelstandes， 
Halbseiden- und Baumwollenwaarenfabrik und 
Kolonialwaarenhandlung 

Oberniedergeburth 
17 "よ Lambertz，M.田 & Comp.， Halbseiden. und Baurn 

wollenwa8renf8bri必

13 

14 

16 

15 

Neersen 
18 Pet. A品zmBohnen， Halbseiden-， Baum、Nollen. und 

Halbleinenwaarenfabrik 

Rheydt 
19 Ditthey (5 Comp.， Seiden守 undBaumwollenwaaren-

fabrik 
Gehr. Drissen，呂eiden-und Baum、N'"ol1enwaarenfabrik

(Ass.ocie: Pet. Drissen， Gemeinderath) 
Schulte &-Friedrichs， Seiden-und Baumwollenwaaren-

fab口k (As回 cw・Friedr.Arn. Schulte， Joh. Pet 
Friedrichs， Gemeinderath) 

Wilh. Peltzeγ 百』白血thanLohr， Seiden-und Baum-
wollenwiabrik (Associe: Jonathan Lohr; Wilh 
Peltzer， Gemeinderath) 

件
制
描
M
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21 

22 
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Kempen 
1 Scheuten & 正~lassen， Siamoisenfabrik 

Huls 
2 Adal田 Joch，Hut- und Siamoisenfabrik， Winkel in 

Spezerei、;vaaren

Kaldenkirchen 

3 Joh. Bernh. Poe国 g酎 1，Gemeinderath und Siamoisen岨

fabrik 
;f Pricdr. Wilh. Poensgen， Siamoisenfabrik 
5 Syn岡 市&'Comp.， Siamoisenfabrik 

Vierssen 

6 Chrn. l11eng，.叩， 2. Beigeordneter， Baumwollenー， Leinen-
und Haarsto旺enfabrikund Ellenwaarenhandel 

Odenkirchen 

7 Gebr. (Friedr. & Heinr.) M町四， Siamoisenfabrik 
8 GebT. (Got~介 Wilh. & Chrn.) V;品目的kel，SiamoIsen-

fabrik 

Friedr. Wiedemann & Chrn. van EyckeJτ， Siamoi田n.
fabrik 

Juchen 

10 Korn Lindgens， Sia皿 oisenfabrik

Neus 

11 Joh. Heinr. Elf田， Stadtrath， Siamoisenfabrik und 
Ellenwhandel 

Frings & Frohwein， Siarnoisenfabrik 
Herm. Koch， Siamoisenfabrik 
Nathan Ochse， Siamoisenfab口k

Sarnuel Pollitz， Fabrik und Winkel in Siamoisen 

島
B 

簿名者業織綿・麻第4表

A 

韓
戸
。
僻
韓
切
小
中

Adam Joch， Siegel1ackfabrik 

Friedr. Wiル.8伽 :gen ~ Sμlffioisenf伽 iken(お0-2加〕

弘司ア"叩市 1t. Cc問p.

ゐh.Bernh. Sa市 :geJ1

1 Fabrik v(ηt出'JmwoUenenWαren (110-.80) 

G Siamose!tIavげんど1x (236-118) 
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2

3

4

5
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1
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仕事場きから「工場」へ (257) 33 

では.グラ トハハ郡についてシアモーゼ、γ 生産の欄はな<，この業種も「綿

・半絹織業」の欄に一括されているの。ケンベy郡については I事情」では

Scheuten & Classenが消え，また AdamJochが封蝋製造 (Siegellackfabrik)

と記載されている。これは事実転業したのか， I住民録」あるいは「事情」の

いずれかが誤記であるのかは判らない。 また KaldenkirchenのPO田 sgenが

「事情」では Sonsgenになっているが，これはおそらく Poensgenの誤りで

あろう。

Juchenと Neusについては I事情」には経営主の記載はないが，経営数

については「住民録」と一致するので対応するとみてよいであろう。 Juchen

では80台， Neusでは平均24台の織機を使用していることになるが，これも基

本的には問屋詰軍家内工業であったと推定される。

(会)絹織業

これに入れられるりはケンベン郡に 4，グラ トメハ郡に 3，計7経営であ

る。表出は省略するが，ケンベ y郡についτは 2経営が「事情」と一致し，

I経営が「事情」では会社経営から個人経営に変わっている。グヲ トパハ郡

については， I事情」には経営者名が記載されていないが，経営数では一致 Fる。

ととろで 1 経営あたりの平均織機台数は地域によって 70~275 台とぱらつき

があるが，乙の数値自体，支配的な生産形態が家内工業であることを示唆して

いよう。ただし， Suchtelnの Joh.Hein:r. Offermanns Erbenと Dullζenの

Basse & Overwegはともに Muhlenbandを生産Lており， リボン織業にお

ける機械化の進展が窺える。

(5) 毛織 業

9) SifllTIoIRPnは18世記の後半ライン地方でその生産が開始された当初は，府組交織物として独自
の業種を形成したよちであるが，この時代には平織綿服地の 品目としてみなされるようになっ
ていたようである。 r綿平織品目ーシァモ ゼン，ナヱラセ，家具用綿布，薄地の衣服地ーは竿
急々速にかつ著しく減少している固その結果8年前には [1834年〕また織布工の大部分を就業さ

せτいたこれらの品目はまったく消え失せ?てしまうかにみえるJIndustrie-und Handelskam-
mer zu Monchengladbach， Act，制 b，t同ffendよみhresbericht問 bstden d，山 -aufergan-

geneJl Ministerial.Resk門ρtentro 1838 bis incl 1848. (pro 1842) 



34 (呂町 第 116巻第5.6号

乙れはヶ γベ γ郡に 4，ノイス郡に 5，計9経営を数えるが，グラートハハ

郡には皆無であることが特徴的である。ケンベン郡4経営のうち 3経営は「事

情」と一致するが， Dillkenの Jak. Egidy， Haarsto旺enfabrikund Manufak~ 

turwaarenhandelは「事情」では Haarstoffund Baumwol1fabrik と記載さ

れ，この営業内容の対応から，後にあらためて問題に寸るように Manufaktur

warenが綿製品も含むことの一つの例示としてよいだろう。

Neusについては Leop.KortenとSteph.Stockebrandtの2経営が Walk-

皿 ilhleを経蛍しているが， 製麗工程には Milhleという用語が使われている

ことが注目に値する。 I事情」では Walkmuhleは 1経営に減っているが，

明きらかに水力 (6馬力〕を利用 Lていることが示されているからである。

なお Breyellの Math.Ant. Cormelyと Dulkenの Gottfr.Forder if.J 2 

経営はともに Sayett-und Flanellfabrikant10l であ るが事情」では両者と

もに紡積業も経営しており，しかも労動者数は38~40人と，機械化のみならず

協莱化の進行もうかがえる。

(5) 麻織業

これに含ませうるのはわずかにグラートノし、郡の 2経営だけ(Jak.Kiihnhaus 

Leinbandfabrik und Handclおよび TobiasWidenmann， Daml'l Rtfilbrik) l1lであるが，

「事情」では同じグヲートノ七、郡に 4Damast-und Gebildlabrikenと記載さ

れ， さらに ca. 100 Leinenwebereienが挙げられ「これらは個人的需要に応

じる賃織工 CLohnweber)だけから成り， F a brikanstaltとはみなされないj と

の注記が施され亡いる。なお 1Damastfabrikあたり 8台の織機を使用してい

るが，経営形態については不明である。いずれにせよ，綿織物業と較べると経

営規模は比較的小さかったようである。

10) Sayettgarnは短い柿毛を原料とする半斬E毛糸 (Halbkammgarn)をいう，Meyers Lt::ukun 

7. Auf!. Bd. IV， Leipzjg 1926，の“Garn"の項書照。
11) 〆マスト織の素材は当時通例麻であったようである。 i王手布 ナプキン等に用いられる麻ダマ

ス)ほ，ヲイン地方に闘する限h メンへγグラ トパハ，フィアぜン，ライトで最上のものが
生産されたJ(]. Kermann， a. a. 0.， S. 267)。



仕事場から「工場」へ (259) 35 

(7) 紡紡績業

これは第5表に示されるようにグラ←トハハ郡に集中しており，経営数は13

である。まず「事情」とつき合わせてみよう。乙れによるとグラートパハ郡に

15，グレーペンフロ ホ郡に 1，計16経営で「住民録」より 3経営多い。

ところで紡績機については，グラートパハ郡15経営がミューノレ，スロッスル，

:/::c.ニ一間合わせて33476銭円 l経営あたり平均2232錠を使用しており，標準

規模は200口錘程度であったとみなしてよかろう o ただしその使用機種別平均錘

数はミェーノレ 660，スロヅスノレ 110，ジェニ 135C錘で，鍾数比は 6:1: 12と

なる。生産量比は 4:1: 10となり，ジェニ 紡糸がなお全生産量の 2/3を占め

ていたことは，グラートノミハ綿紡績業における機械化の限界を示すものといえ

上う。

なお全経常が三機種とも使用していたのか，それとも経営によって使用機種

の組合せが異なったのかは不明である。「事情Jで Elsenの 1経営について 7

Assortirnents Wat目 twist，3 Handspinnereienと記載されているが，水力使

用であることは疑いを入れないとしても，使用紡機がスロッ λ/レかミューノレか

の区別はできない。

動力についてはスロッスノレはもちろん， ミュ んも主として水力を用いてい

たことは卜分推定されるところであるが，蒸気力については I事情」では 3

蒸気機関の使用が I住民録」では Rheydtの Lenssen& Beckenbach経営

についてのみ蒸気力利用が確認できるだけである。ただこの場合興味深いのは，

営業内容が Spinnereiund Dampfmuhleと記載されていることで，紡績業に

蒸気力が利用されている場合にでも，動力発生装置が紡績作業場と切り離され

て把えられ，しかも Muhleという用語が当てられる例があることである O と

12) いわゆる Handm回 chineがジヱニー紡執骨量を指すものであることは H.Busch，るげ T百九

nik u. Geschichte der B叫 mwolZ.Handsρ悶 nereides M Gla品 "，h町 Bezirks(1800 

1860)， M. Gladbach 1909. S. 3を参照勺

13) とれは2年撞の1838年には19経蛍32233錘とされている q Mitteil:悶 'lg der Handelsk印刷=r

出 M Gladbach 1. Jg. Nr. 5， M. Gladbach '}，7. Juni 1908， S. 9 
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Gladbacb 
1 F:円edrichsBoelling & Comp.， Baumwollspinnerei llud 

Muhlenbes. (As回 cie: J. P. Boelling， Stadtrath， 
Landtagsdeputirter~ Notabler des HandelstO'lnne吋

Gebr.及tsch(Math. & Chrn.)， Kommiss旧nsgeschaft，
Kattunhandel und BaumwoIlspinnerei (As田 c，e
Math Busch， Stadtrath) 

3 Gebr. Croou， Twisthandel und Daumwollspinnerei 
4 Ant. Lambertz (Chrn's Sohn)， Baumwollspinnerei 
5 Ant. Lambertz (Johannes Sohn)， Baumwollspinnerei 
6 Jak. Lambertz， Baumwollspinnerei 

Oberniedergeburth 
7 Wilh. Heinr. B宮uch，Bau皿 woUspinnerei

8 Heinr. Ant. Horn， Baumwollspinnerei 

9 Pet. Moerschel， Gemeinderath und BauIllwollspinnerei 

Unterniedergeburth 

10 Wilh. Pongs， .Baumwollspinnerei und Baumwollen-
waarenfabrik 

Odenkirchen 
11 Wilh. Chrn. Goeters， Burgermeister， llaUIllwolh'ipin-

nerei und Fruchthandel 

Rheydt 

12 Lenssen & Beckenbach， Spinnerei-und Dampfmuhlen-
besitzer (Associe: Joh. Heinr. Beckenbach， Ge-
meinderath， Handlung in ElIenwaaren) 

Le田 sen.P/円 'Lchen，Baumwollen. und Strickgarnfabrik， 
Seifensiederei und Kouleurenfarberei (Associe 
Friedr. Wilh. Lenssen， Gemeindera~h) 

B 

14 Baumwollspinnereien 
1151 Arbeiter 
2 Dampfmaschinen (7 u. 11 PK) 
Spindeln Mule 9260 (1錘あたり年産 Nr.20を 32P“) 

Ketten 1570 (l錘あたり年産 Nr.10-16を 48
Pld.) 

Handmaschinen 18946 (l錘あた均年産 Nr.8
14を 40Pld.) 

1R皿&町10州 S 尋問n_und N白selweberei
230 Arbeiter 
1 Dampfmaschine (12 PK) 
78 Stuhle， 3700 Spindeln 

待名者業績紡品官第 5表

A 

2 

EIsen [Kreis GrevenbroichJ 
1 Baum乱 ollsPinnereiin zwei Gebaud岳1
234 Arbeiter， teils Erwachsene， teIls Kinder 
7 As冊目imentsWatertwist 
3 Handspinnereien 

13 
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まれ水力，蒸気力が利用されている限り Handmaschine=ジヱニー紡機は家

内工業的に使用されていたとしても，綿紡績業では労働力の集中がもっとも進

んでいたとみることができょう。

ここで後出の論点との関連で，綿紡績業は織物業とどのような関係を持って

いたかを，経営ごとに少し立ち入って検討しておきたい。

① F子iedrichsBoelling & Comp目 これはグレーベYブローホ郡 Elsen

で Baumwollenwaarenfabrikan der Elsener皿 uhle も経営しており，

したがって Muhlenbesitzer の Muhle とは Elsenのそれを指すのであ

ろう。さらに J.P. Boellingは第2表で見たように，同じ Gladbachに

CrOOll とともに綿・絹・半絹織物生産のための会社も経賞している凶。

Elsenおよび Gladbachの織物経営が ζ の紡績場から原糸を供給されてい

たことは疑いを入れない。

① Gebr. Busch これは更紗販売と委託商業とを兼業しており， 織物生

産への関与が示唆されているが，第 3表で見た Gladbachの半絹 綿織業

者 KarlBusch との関係が検討に値 I~ ょう。

① Gebr. Crooη すでにみたように Croonは Boel1ingとと 4に絹・

半絹・綿織物生産も手がけている。

④ Lambertz 同姓の 3紡績業者は， 第 2表に表出する Rheydtの綿織

業者 Joh.Pet. Lambertz および第3表に表出する Oberniedergeburth

14) 183-7年に創立されたグフート~"、郡商業会議所生頭を創立以来十年間勤め上げた Johann Pe" 
ter Boe1li唱は1773年エルノ、ーフェルトに生まれ. 1798年に M グラートハハに移って. J 

P. Boellingを創設した (Mitteilungen，S. 27) 他方 QuirinCroonはロ88年 H込ckelhoven

(Kr. Heu四b百回に生まれた (Mitteilu昭，nでは1794年 M グラートパハ生れ)， 1816'竿弟の
Theodorとともに綿・絹酷物生産と綿糸取引とを兼業する Gebr.Cr回加を創立， 20年代には
集中作業場経営 CGeschlossenerBe出 eb)に移行〔紡績工患の導入であろう). 住居に接して
Fabrik設立. 3C年代にはいると J.P. Boellingと合併してBoelli昭 品 c，∞nに移行， し
かし間もな<Boel¥ingが経営から予を引いたので，再lfCebr. C四 onの旧名に桓したo Kurl 

Apelt， Quirin Croon， In: Rheinisch-WesぴalischeWirtscha.β品iographienBd. IV， 
M血 ster1941， S. 49， 53一日 この記述と「住民撮」に FriedrichsBoelling & Comp" Gebr 
Croon， Boelling & Croon白 3経営が併記されていることとは牙盾するが，織布専門の新会社
を設立して織布士程¢経営はそれに代行させたということかワ
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の綿・半絹織物業者 M.Lambertz， Mai & Compとの関係が考えられる。

⑤ Wilh. R目前.Busch これは前出の Gladbachの Gebr.Buschと関

係があろう。

① 耳切五 R仰gs これが紡織業を兼営していた乙とは明きらかである o

⑦ Wtlh. Chrn. Goeters は第2表に出ている Rheydtの綿織業者 Gebr.

Goetersおよび Wilh.Goetersとの関係が考えられる。

③ Lenss.四 & Bec kenbach は共同経営者の一人J.H. Beckenbachが

織物取引を行っているところから，直接に織物生産に関与していることが

推定されるが， さらに第 2表に出てくる同じ上(heydtの綿織業者 Wilh.

Lenssen Friedrich's Sohnとの関係も考えられよう。

① Lenssen= Peuchen 同様に Lenssen家の織物業との関係が考えられ

る。

以上，綿紡績業経営13のうち11までが，直接織物業を兼営するか，共同経営

者の一人が独自に織物業に関与するか，姻戚の中に織物業者を見出すかしてい

たことが示されたリ織物業関与の推定のための手がかりがさしあたり見出され

ないのは， Oberniedergeburthの H.A. Hornと P.Moerschelとの 2例に

すぎない。綿紡績業が全体として織物業と直接間接に人的関係を持っていたこ

とは. グラー lパハ郡で生産された綿糸の販路を示すものであるといえよう。

(8) 羊毛紡績業

これは Neusに3経営を数えるのみであるが， I事情」ではさらに 2経営に

減っている。 このほか前出のように Neusには毛織物業経営が 5あるが，経

蛍者名は紡績業者名と一致しない。 したがって Neu日では紡織兼営の例は見

出されない O とまれ「事情」によれば， 2紡績業者が 6Assortimentsで50人

の労働者を雇用しており， ζ こでも機械化と協業化の進展は否定できない。

(9) 撚糸業

これは 5経営を数えるが，すべて Dulkenに集中している。「事情Jの記載

によってすべて麻撚糸業であることは明き bかだが事情」では 4経営に滅
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っているが，会社経営はかえって増えている。 ιりうち 3経営は紡績工程に平

均480人り女子紡績工，撚糸工程で平均30名を使用しており，さら巳別記さ民

た Konigs& B ucklers経営は30名の撚糸工， 300名の紡績女工を雇用し， 1.5 

馬力の蒸気機関 1基を設置している。この多数の紡績女工が経営者の作業場に

集中せしめられていたか否かについては問題が残ると Lても，麻の場合も，綿，

羊毛と並んで紡績・撚糸工程において協業化が進んでし、たことは十分窺えよう。

なお乙の業種における作業機については「事情」も触れていないが，後出す

る Rheydtの Friedr.Schreyの営業内容が Eisenwaarenhandlerund Z wiru-

maschinenmache工とされているところから， すでにこの地域の内部で生産さ

れる撚糸機を使用していたことは十分考えられるところである。

麻の場合に問題どして残るのは， Dulkenに生産性を高めた紡績=撚糸業経

営が集中していながら， Dulkenあるいはその周辺にこれに見合う麻織物業・

半麻織物業経営を見出せないことである O ζの点が綿紡績業の場合と異なると

ころであり，後に見るように Fabrik概念の適用とも関連するであろう。

(10) 染色・捺染業

これにはいるのは紡績業等と兼営されるものまで含めると，第6表にみるよ

うにケンベン郡 9，グヲー卜バハ郡32，クレーベンプローホ郡 2，ノイ λ 郡 6，

計49経蛍を数える。経営数が多いばかりか，比較的全地域に拡散している業種

である"1。

これに対して「事情」では.Suchtelnに染色業者，捺染業者がそれぞれ2名i

計 4名が記載されているだげである υ 「住民録」と「事情」とで記載内容がも

っとも〈い違う業種であるが，それはこの業種に属する経営の大部分が小規模

15) この業種で目につくのは副aufarberが13例も見出せることで，染色業の中でも掠染と背染E

がとりわけ重要であったようである、ただLとの青染が糸車か匠染か， トルコ赤捧のように特ま
の素材に結合していたかどうかの検討が つの問題点であろう乞というのも「これまでと同様に
昨年も綿ズボン生地は当郡の生産物の中で首位を占め，これによって労醐者。大多数と染物業と
が仕事を拝たJ (Jahresbericht der Handelskammer des K月間sGladbach pro 1843) 

という指摘かb窺えるように，青染業はズボシ〆地生産と強〈結びついていた可能性があり j 育操

ズボン地の用途如何はグラートバハ綿織業の性格把握に直接関連してくるからである。
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Dupont et Horanghaus， Farberei (他の 1経営とともに 7
器〉

Joh. Peter Sauly， Druckerei (他の 1経営とともに 5一号〉

f草名者一業染色・捺

Hul. 

1 E時 Mauritius，Se.iler， Blaufarber und Winkelier in 
Ellenwaaren 

Suchteln 
2 Dupont & Hoeninghaus， Seidenfarberei 

染第 6表

A 

瀦
戸
。
赫
瀧
m
E
め
咽

Mathias Gierlings. Seiden. 山 ldBau皿 wollfabrik(他の 2
経営とともに 390-300)

(2 Karkassenfabriken 33ー普)

3 Joh. Pet. Pauly， Drucker und Blaufarber 
Dulken 

4 Joh. Mich. Gi町古ngs，Leinwand-und Kolonialwaaren-
handel， Farberei und Druckerei 

Burgwaldniel 
5 Gotザr.Gollers， Farberei und Druckerei 
6 Joh. Lent.z:en， F.!irberei und Druckerei 

Amern Sct Georg 
7 F:円e品 B匁uten，Gemeinderath und Blaufarber 
8 Frιedr. Thevissen (modo Bauten)， Blaufarberei. 

Druckerei， Winkel in Spezerei-und Ellenwaaren 

Amern Sct Anton 

9 lVilh. He:z"nr. Sch中P白鳥 BlaufaIberei， Winkel 
WoI1entuch und Spezereiwaurcn 

Gladbach 
10 1Jan. J.ua凶 Biermann，Blau-und Kouleurenfarberei 
11 ¥Vilh. Bor町 feld，S巳honfarberei，Band. und Karkassen-

fabrik 
12 Wi加 ePauls， Bleicherei-und Zeugdtuckerei 
13 Georg Wilλ Zenke， Farberei 

Oberniedergeburth 

14 Jak目 Greeυen，Kouleurenfarberei und Druck~rei 

m 
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H

Th. Greeven， Kouleurenfarberei und Druckerei 
Phil. Len:u:n， Blt:icherei-unu Kuuleul'enCarueai 

Joh. Pesc，ん Kouleurenfiirberei 
Abr. Roeder， Kouleurenfiirberei 
Pet. Schulze， Kouleurenfarberei und Zeugdruckerei 
(Heinr. Boelling， Turkischroth. und Kouleuren 
farherei) 

(Pet.' Deussen & Dutont， Turkischroth. und Seiden. 
farberei) 

(A. TrooJt， Kaulen & 
iab.rik und Farberei) 

Vierssen 
20 Step!.目 nIVιtpp.Kattun品工berei

21 Joh. F.月e叶 Wilh.Paulus， Seidenfarherei 
Neersen 
22 Gerh. Bergmann， Drucker und Blaufiirber 
23 Pet. Spelthahπ， Drucker und Blaufarber 

Schiefbahn 
24 Jos. Acke河， Gemeiロderath，Drucker und Blaufarber 

Odenkirchen 

25 Friedlー F自rtmann，Blaufiirberei 
26 Joh. Jos. Goertz， Gerneinderath， Kouleurenfarherei 
27 Joh正leinr.K.剖 npha出師， Kouleurenfarberei 

28 Wilh. Kollenbnsch， Kouleurenfarberei 
29 Pet. Wi品 Kropp，Kouleurenfarberei 

30 Joh. HeI11r. Laufs， Kouleurenfarberei 

Rheydt 
31 Gebr. Buschgens， Kouleurenfarberei 
32 Wit叩 eJoh. Essers， Kouleureniarberei 
33 D日'tr.Keller， Gemeinde四 thund Farber 

34 Gerh. lvleissener， Kouleurenfarberei 

CompηBaumwollenwaaren. 

5

6

7

8

9
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1

1

1

1
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(;p.hr. M.品len， Seiden- und 
(As田 cie: Job. Muhlen) 

Karl Ruhrberg， Spezerei- unil Ellenwaarenhandel. 
Druckerei und Farberei 

N. Spclten， Kouleu日 nfarberei
(Lenssen-Peuchen， Baumwollen-und Strickgarnfabrik. 
Seifensiederei und Kouleurenfiirberci) 

Grevenbroich 
38 Ada出身ies，Blaufarberei und Druckerei 

Juchen 
39 Joh. Wilh. L如 zgen，Druckerei und Farberei 

Neuss 
40 Mich. Jos_ Heck， Blaufarberei und Spezereiwaaren-

handel 
41 Joh. Peschges， 

Farber 
42 Th. Weher，. Blaufarberei und Ellenwaarenhandel 
43 Wilh. Wzld， Farberei und Druckerei 
-11 l¥lart. -VVtld， Farberei und El1enwaarenhanilel 

Rommerskirchen 
45 Pet. Clemens， Manufakturwaarenhandel， Schenkwirt-

schaft und Blaufarberei 

Baumwollenfarberei 3.5 

36 

37 

Spezereiwaaren und Winkelier in 

赤 染

Vierssen 
(Eyring ‘s!i' Lingenbrink， Bauでnwollenw:l ~Tp.nfabrik
und Turkischrothfarberei) 

(丹icdr. Adolph Schleichcr & Sohn， Baurnwollen 
waarenfabrik und Turkischrothfarberei) 

Rheydt 
4 K.品 ler&' Bras， Turkischrotbfarherei 

f専名者業ノレ

Gladbach 
・ 1 Joh. Wl品 E円 nck， Stadtrath， 

Turkischroth farberei 

Oberniedergeburth 
2 Heinr. BoelliηιTurkischroth-und Kouleurenfarberei 
3 Pet Deussen & Dupont， Turkischroth-und Seidenfar 

berei (As回 cie: Job. Pet. Deussen， Gemeinderath) 

und 

第 7表

Garnhandel 
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経営として， I事情」採録基準を満さなかったからであろう。事実， Suchtelnの

4経営ほ合計12名の労働者を雇用しているだけであり，少なくともトルコ赤染

業をのぞく染色業では，協業化はほとんど進んでいなかったとみるべきだろう。

(11) トルコ赤染業

綿糸染色であるこの業種には，兼業として首まれるものを含めても，第7表

に示されるように 6経営を数えるのみである。しかしそのうち 4経営が会社形

態をとっており，会社化=資本集中は他の染色業分野より相対的に進んでいた

ようである。もっとも「事情」にはこの業種は記載されておらず，経営形態を

採る手がかりは与えられていない。

(瑚漂白業

これを専業するのはケ γベン郡 5，グラートハハ郡 6，計11経営であるが，

ケンベγ郡のそれはすべて麻布漂白業である。トルコ赤染業と同じしこの業

種も「事情」には記載されていないので経営形態も不明である。

(助靴下編業

第 8表に示すように 5経営主数えるが I事情」では2経営だけが挙げられ，

このうち「住民録」と記載が一致するのは 1経営だけである。素材としては綿

と羊毛が使用されたことが確かめられるが，経営形態について詳細は不明であ

る。

(14) 帽子製造業

これに従事するものは10経営あるが，使用素材は不明である。また「事情」

にはこの業種は記載されていず，経蛍形態についても不明である。

(15) 機械・器具製造業

これに含ませうるのは，第9表に示すように17経営を数える。このうちあき

らかに繊維工業に関連するのは，祈L綿(毛〕機 CKratz~) 製造 3，貫主 (Riethma

'ch旧 e)製造 2，撚糸機 (Zwirmna配 hine)製造 1，，，1 6経営である。このほかに

この業種に含ませうるものとして，錠前師 (Schlo8εer) 8人，機械工 (Mec.hRni.

kus) 3人を挙げることができょう U 錠前師が繊維機械生産に関与することが
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Gerhard Berrsberg， Baumwollstrumpfweberei (14-14) 

[Garzweiler] 
1 St1"Uf!ψifweberei (4-4， Haumwollene Strumpfe) 

Kempcn 
1 J，品 Menden，Strumpffatrik 
2 Mich. Sasse!lf包ld， Strump証abrik

Breyell 
3 Gerh. Bensberg， Strumpffabrik und Ellenwaarenhandel 
Bedburdyck 

4 Math. Reutorf， Strumpffabrik 
Neuβ 

5 Pet. Hartmαnn， Wollenstrumpffabrik 

Kempen 
1 B.町 .tr.Marx， Kratzenfabrik 
2 Jak. H.加問ke.周， Schlosser und Eisenwaarenha.ndler 

Suchteln 
3 1ft内閣.Th.omas Hessen， Schlosser und Eisenwaaren 

handler 

Dulken 

4 Pet. Math. }玉oltz~ Gemeinderath， Schlosser， Handel in 
Oefen u. Eisenw 

Gladbach 

5 Friedr. Wilh. Wl岡山uls，Riethmacher u. Winkelier 
in Spezereiw 

Vierssen 
6 Franz Heinr. Togotzell， Schlosserei und Eisenwaaren. 

handel 

B 

械・器具製造業者名簿機第 9表

A 

Wachs-[GotザシiedHoffmanns， Kratzenfabrik (60ー器)，
bleicherei (4 骨 )J



7 Joh. Peter Hax， Mechanikus 
Odenkirchen 
8 Witwe Haak， Schlosserei und Eisenwaarenhandel 

Rheydt 
9 Frudr. Schrey， Eisenwaarenhanuler 

田 asch目印刷cher

Grevenbroich 
10 Heinr. Groskrumbach， Schlosser und Verfertiger vor-

zug1ich guter Rieth皿 aschinen
Dietγ Uhlhorn， Kratzenfabrik (Associe 
Uhlhorn， Gemeinderath; Gerh. Uhlhorn) 

Ih:etr. r凪 U岬 rH，Mechanikus， F.rfindeor und Verfertiger 
der Munzprage-und anderer Maschinen 

13 Joh. Ant. Wahlen， Schlosser und Eisenhandler 

Neus 
14 Jos 島明~gs， Schlosserei und Eisenhandel 
15 Gotげγ Lehnemann，Kratzenfabrik 
16 R白町".Ant. Nix， Mechanikus 
Glehn 

17 Franz正klusch，Schreiner und Instrumentenmacher 

1 Kratzenー(泣reiche万一)Fabrik(36 Erwachsene+190 Kinー
der--23 ~aschinen) 

1MσschiJ1(，J1bau.'werTstatte (8--~略〕

Zwirn-

Chrn 

unu 

11 

12 

再
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描
弘
y
h
v
「
h
円
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」
巴
ノ

(
日
小
川
W
〕

恥

印

1 Kratz明!labrik(12 蒋〉
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ありえた点については" Grevenhroichの Heinr.Groskrumbachの例によっ

て示されている。

「事情」の記載をみると， Kempen 1， Grevenhroich 2， I'{eus 1，計 4経営

が挙げられているだけである。このうち Kempenについては，経営数は同じ

だが，経営者名は異り. I事情」の GottfriedHQffmannsは「住民録」では

Gemeinderath， Wachsbleicheと記載されているのみである。 ιの Ho旺manns

経営における硫綿機製造E蝋漂白との技術的関連は不明である。とまれ Ke皿-

penでは60人， Neusでは12人主雇用しており，労働力の集中は想定されるが，

生産工程の詳細も不明である以上，経営形態についての判断は保留せざるをえ

ない。

ところでこの業種でもっとも重要なのは.Grevenbroichの Uhlhorn経営で

あろう。これは鋳貨機製造を行うとともに繊維工業関係の機械・器具生産にも

当り，ライン地方におけるこの分野でのもっとも重要な供給者であった16)0 I事

情」の解説によると. Kratzenfahr-ikの生産物として C年産〕約 40000Fusの

Bandkratze，羊毛，綿，麻，屑麻紡績用のBlatt1000 (25000 Rthlr)を挙げ，

さらに，雇用される 19Q人の児童のうち50人のみが経営主の作業場で就業し，

他は自分の家で作業を行うとし亡，集中作業場の周囲に外業部を持つ複合的経

営形態であったことが示されている。なお比較的規模が小さい Maschinenbau.

werkstatte については. 2年来鋳貨機の注文が途絶えたため，他の製品を注

文生産していると注記きれ，これは「住民録Jの Dietr.Uhlhornの営業内容

と対応している。

(服)石鹸製造業

この業種に属するのは 8経営あるが I事情」では 3経営が挙げられている

だけである。ιの3経営に11名が就業しており，なお小規模経営に留まコていた。

乙の業種で留意されるべき点は，第一に 7経営のうち 4経営が精油業もしく

16) Dch. Uhlhornは1920年代にいたるまで楠縮機製造を続け，ヱーゲーヲイン職幹工業の発展に
大なる役割を果し九 QuoAlbert Bormann， Diedrich Uhlhorn， In: Rheinisch. Wes~fäli. 

sche Wirtschaftsbiographien Bd. 1， MUmster 1932， S. 191 
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は油販売業を兼営Lており，石鹸製造と精油業との関連が示されていること，

第二に Lenssen二 Peuchenが綿紡績業のほかに染色業と石鹸製造業とを兼営

しており，石鹸製造業と繊維工業との結合を示す実例が与えられていることで

あろう O

なお繊維工業の仕土工程に関連する穆製造業は. Rheydtの AdamWie-

nandsの名のみ挙げられ，これに対して「事情」では，グラートハハ郡に 2経

営〔就業者3名)が挙げられているだけである o

また製糊業では.Neusの Pet.Jos. Schramの名だけが挙げられ事情」

では同じく Neusに 1Starkefabrikとのみ挙げられている。これは 9名を雇

用しており，協業化の進展が認め bれる。

(17)織物取引業・小売業

以上，製造業について一通り見てきたが，これから流通部門の各業種につい

て見ていくことにする。ただし「事情」では流通部門についての記載は次如し

ているので，経営規模について検討するための手がかりは与えられていない。

ととろで，との部門でまず挙げられるべきは織物取引業・小売業であり.経

営数左しては第 1 表に示されるようにもっとも多い。~のうち Winkelier は

小売業者であることは明きらかであるが HandlungCHandel)が必ずしも小

売業(者〕を排除するとは限らない。しかし第 1表で示されたように，織物業

中心地ケンベン・グP ヲートハハ両郡では Handlungがはるかに多く， グレー

ベンプローホ郡ではほぼ同数であり， ノイス郡にはいると Winkelerの方が

圧倒的に多くなることを考えると. Handlungという用語は主として卸売・仲

買商，輸出商，とりわけ産地仲買問屋を指す語として使われたとみて間違いな

いように思われる。

またその取扱商品が Ellenwaaren1九日tuhlwaaren18J それに Manufaktur-

17) Von Albert Franz Joch百 bearbeitet，Die Handelsschule Real=En叩 kloρadieder 

正landelswiss，田 sc}-，凶iften，Quedlinburg und Leipzig， Bd， 1. 1833， Bd. 11. 1834， Bd. 111. 1835 
はその網羅的かつ実務的内容から， 同時代の商業を中心とする経済事情の実態を伝えてくれる
点で，曹わめて貴重な資料である。 その解説によると IEll四 waaren=oderSchnittwaaren= 
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waaren19l と呼ばれるものであった乙と以外は「住民録」では判らないが， 当

時のグヲ -fパハ綿織物の大宗がし、わゆるズボン地であったことはグラ トパ

ハ商業会議所の報告からすでに確かめられており .20) ズボ Y地を中心とするZll

服地が， ミのように多数の販売業者の手でどこの集散地 に 向 い ， ど の よ う な 地

域のどのような階層の主 た る 消 費 対 象 に な っ た か ， と いうことが追跡されるべ

きであろう。

佃) 糸取引業・小売業団

これに従事するのは 7経 営を 数え るが ，グ ラー トバ ハ郡の 4経 営 は す べ て 綿

斉取引商で，その取扱品目 は輸 入イ ギリ ス綿 糸で あっ たと考えられる。

。司小間物取引業・ 小売業剖

乙れに従事する白は15経蛍を数える。 ιり業種己注意すべき点、は，大部分の

Handlungenは次の各種に分けられる a) Tuch=und Wollwaaren=Handlung毛織服地

(Tuc.h)，半毛輯服地 (HHlbtueb)，フめンミア (C田 imir)，二をルトソ (Molton)，宅織上主用生

地(Coat¥ng). フランネノレ，毛布そ白他 b)Baum'l-乙ollen日 aa問 n=Handluηg更紗， ギン

ガム (Gi国:ha-m)，ピヶ CPiquめその他，捕糸等〔但Elle回m、w問a田a町r悶e白印nに糸も含まれる ζ とに注意J.， 

cφ) S，晶e抽 mυ凶a阻a町γ帥 =Ha仰nduμ6噌 e向n橘子(仇Al血:la出s札レノバξンテイソ (Lev四anti同n吋1凸). タセット (T国

，eのそり也り絹織物，相輔糸，絹櫨糸，を大量に販売すること， d) S.袖 nitt=Hand1ung同上

に挙げた品目をすべて，あるいは多少にかかわらずその一部分を，また半絹，半毛，半綿製品，

リポソ， 布吊類 (T也ch町).紡糸，貯i*'.紐， 絹縫糸等を脹売すること」をいう匂Bd.II. S 

219以下，同書の引用の際には. I商業学校」もし〈は“Handelsschule"~こ略記する。
18) Stuhlwaarenとは，織り上げたままの未加工誠布をさす。 B，町khausEnzykl.噌 adieBd 

18 V町田ibaden1973の“ Stuhlware"の項毒照宮

19) iManufactur=und Fabrikwaaren=Handlungenには，さらに加工する ζ とカ3できるような

すべての織布，たとえば毛織服地，更紗，隅H~地，亜牌!，地が合まれるロまた，ただちに使用に

供せられるもの， たとえぼ鉄ー，鋼ーその他の金属製品， また靴下， 綿帽子， 手袋署が含まれ

るJHandel.悶 hul，匂 Bd，11. S.坦1. ¥' 

20) Iズポγ地生産には，現在当郡白全経宮のまず%が従事しているだろうJJah問 sberichtde1 
Han砕'lskanunerdes Kreises M Gladbach pro 1838 

21) 注 15)を事照.
22) iGarnhandlungenでは未漂白および漂白亜麻糸，あるいは紡糸 (Twist)，綿糸といった綿糸，

あるいは染糸D三種田ぞれヂれ 品目あるいは金品目が手持ち商品であるーたいでいは，多〈白

紙物業経営が集まっている地域に見出されるJHandelsscht出.Bd. II. S. 219 

23) Kur~e Waaren とは「寸法を測る ζ ともできなければ重量を計ることもできないような製品，

たとえば婦人刷、晶嚇，衣類，さらに帽子，頭巾，靴下，手袋，手巾，造花。 (Blumen)，周そ

の他さまざまな製品」合意味したo Handelsschule， Bd. 1. s. 152 

24) rSpecereihandlungenはドイツ北部では Materia1handlungenと呼ばれる。その品目は，コ
ーヒー，砂軸，ココア，サゴ，米，干しぶどう，種なしfしぶどう (Korinthe)，巴且杏等々，
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の

，273) 
経営が薬味類 (Spezereiwaaren)叫

仕事場から「工場」へ

販売も兼営していることである。

原材料取引業・小売業(2団

と〈にこれに含められるのは，

Kolonialwaarenhande125)， Material-

Farbwaarenhandel waarenhandel， 

その数はと呼ばれるものであるが，

46経蛍と多数に上る。この業種の取

扱品目は必ずLも繊維工業に関係す

とりわけ重要なるとは目恨らなし、が，

点は，染料材取引・小売に従事する

こオもものが 8経営にも上ることで，
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は染色・捺染業従事者が多数に上る

ことに対応していたといえよう。

石 炭取引業(21) 

すでにみたように，蒸気機関は今

なお散発的かつ小規模であるとはい

え，この地域に導入されつつあった。

各種香料，タパコ，嘆ぎタバコ，染材そ
り他の染料， 抽， 魚油 cl、hvan)等」

Handelsschule， Bd. II. S. 217 染料

材4一品目として古まれる以上，これも
輯描世間連商業のうちに教えるべきである
かもしれない。

25) iColonialwaaren車ヲlにはすべての
Spec町 eien，コ ヒー.lil悟，米，医薬

品，原綿，そ自他の海外産白原料〈工ohe

Produkte)が含まれる。ただしヨーロツ
パ人の移住地 (Niederlassungen)から

直接あるいは間接にわれわれ四世界に

もたらされるような量産産物はのぞく」
Handels.whule， Rrl_ II， S. 221 
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当然これに燃料を供給する石炭販売商人が登場していなければならない。この

業種に属するのは第10表に示すように15経営を数えるお)が，そのうち11経営ま

でが Neusに集中していることが注目される。 4郡の中でもっとも東寄りに，

つまりライン河に直接面していた Neusに石炭取引商が集中していたζ とは，

ライン河右岸域の炭鉱業地帯から左岸域に石炭が供給される際に，この都市が

一つの集散地としtり役割を呆し亡いたことを示唆する。

ιの場合，取扱商品たる石炭が家庭燃料用であったか，工業燃料用であフた

かは確かめられないが，少なくともここに記載される石炭業者の営業が Hand~

lungとされていることは， 小売業を行うとしでも大口需要家への供給に重点

を置いていたことを示唆し，またライン河を挟む炭田地帯と繊維工業地帯との

中間点に石炭取扱業者が集中していたこと自体が，ライ y 地方内音sで展開され

る商品流通の重要な一品目として，石炭が主主場しはじめていたことを窺わせる

に足る目。その意味で， 11業者のうちの一人 Wilh.Math. Therkatzが石炭取

引と同時に運送業 (Sped山 on) も兼業して， 石炭が専門の運送業者の手によっ

て輸送されだしたことが例示されているのは注目される。

凶運送業

これを営業するのは第11表にみるように24経営であるが，とりわけケ yベy

郡の16経営について運送区聞が記載されているのは貴重である。これ寸ごみると，

薬味類販売，食料品販売，飲食応経営などを兼業している例が多い。輸送池と

してケノレン・ポン・コブレ γ ツの順で頻度が高く，一般にライ γ河沿岸諸都巾

が多い。オランダ国境近くに拠点を置く荷馬車運送業の活動範囲が，東方向は

エルパーフェルトまで，南方向はコプレンジまでというのは，当時の陸上輸送

手段の生産力の限界とともに，とりわけ国境地帯で産出する農水産物の市場の

範囲を示しているともいえよう。

26) ζ白うち単に Kohlenhandelと記載されている 4経営については， 石炭 (Steinkohle)を指
すのか，木炭 (Holzkohle)を指すのかは不明である，

27) ただし「商業学校Jによると石炭販売業はまだ独立のー業種として確立Lてはいなかったよう
である。



者名縛

auch Fuhrwerk zwischen Bonn， Koblenz， Mayen 
unJ Andernach 

Wu叩 e，111ath. 7'1Ios町 'ldern，Oekonomie， Branntwejn. 
brennerei， Bierbrauerei， Schenkwsch. und Fuhrwerk 
zwischen Koblenz 

Lobberich 
14 Mich. Terl::atz， H.andel mit Oehl und Butter， auch 

Fuhrwerk zwi田 henDusseldorf 
Wilh. J匂llsseηLeinwandhandel

匁wischenKoln 

Kaldenkirchen 
16 Kauwe，臼&"Comp.， Spedition 

Gladbach 

17 Gebr. Kupters， Spedition ul1d Fuhrwerk 
18 Mich. Schuren， Fuhrmann 

Obergeburth 

19 Jo丸 Zo"， 四 1，Spediteur und Fuhrmann 

Oberniedergeburth 
20 EnιHeinr. Becker， Spedition， Fuhrwerk und Wirt 

schaft 
21 Pet. I-lagmann， Spediteur und Fuhrwerk 

Unterniedergeburth 

22 F，'iedr. Neuenho匂er，Spediteur， Wirth und Fuhrmann 

Neus 

23 Ant. Franken， Spe占teurund Gastwirth 
24 Arn. Marx， Schiffer 

(再Tilh.1vlath. 7'her.耐 久 Spedition，Spezereiwaaren. 
und Steinkohlenhandel) 

Breyell 
1 Pet. Bolten， Spezereiwaarenhandel und Fuhrwerk 

zwischen Randerath， Geilenkirchen und Heinsberg 
lミud.Bleichertz， Spezer~iwaarenhandel und Fuhrwerk 

zwischen Elberfeld 

F叩配 Dammer，Hanclel in Spezereiwaaren， Viktualien， 
Butter， Kase， Frucht， Flachs und Saamen， auch 
Fuhrwerk zwischen Bonn， Andernach und Ahrweiler 

Korn Dammer， Spezereiwaarenhandlung und Fuhr-
werk 7-wi肥 henBonn uml Koblen7-

正長inr.Bernh. 1lauser， Branntweinbrenner， Bierbrauer， 
Schenkwirth und Fuhrmann zwischen Duren 

日間 Hoffmcms，Handel mit Butter， Kase， Fische und 
Saamen， auch Fuhrmann zwischen Koln 

7 Joh. Heinr. 8;日前ons，Branntweinbrennerei， Bierbraue-
rei， Schenkwirthschaft ulld Fuhrwerk zwi:schen 
Julich 

'iVilh. Heinr. Sie7l.岬市 Handel mit Kase， Fische， 
Butter， Flachs und Se3fe， auch Fuhrwer正 zwischen
Bonn und' Andernach 

Andr. Stecker， Fuhrwerk zWl駅chenKoln 
Joh. Terstap.ρ白 'l， Oekonomie， Butterhandel und Fuhr 

werk zwischen Koln 

Tilm. Terstatpen， Handel mit Butter， Kase， Fische， 
Flachs und Kleesaamen， auch-Fuhrwerk zwischen 
Koln， Bonn und Koblenz 

12 Joh. Heinr. TJ.ω.sondern， Handel mit Butter， Kase， 
Fi配 he，Flachs， Frucht， Saamen und Viktualien， 
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第12表部門別作 業場用語例

品品 綿絹 綿麻 絹 麻 毛

綿紡績業

羊紡

麻撚糸業

染捺 ト赤 漂

織

霊 要
織 織 織 白書 色染 ル染 白

業 業 業 業 毛業 -業 コ業 業

Fabrik (ant) 57 22 15 7 2 9 1 (2) 5 

Muhle (2) 

Spinnerei 12 3 

Farber(ei) 49 6 

Drucker ( ei) (16) 

Bleicher(ei) 19 

Mechanikus 

Schlosser 

Macher 

Verfertiger 

Sieder(ei) 

Sei1er 

この業種について残る問題は，ケ Yベン郡14経営のうち 1例をのぞいてすべ

てが Fuhrwerk(Fuhrmann) とされてし、ること， および Gladbachの Gebr

Kuppers， Spedition und Fuhrwerkの例にみられるように Spedition(Spe-

diteur) と Fuhrwerk(Fuhnnann) とが区別されていることである。 Fuhrwerk

が単 なる荷馬草運送 業 を 指 す の に 対 し Speditionは一つの事務所を持ち，中

継機能を果すこともあったようである問。

28) Kaldenlcirchenの I臼uwer包&Comp はこの郡で出例外的に Speditionと記草され Cい

るが，また例外的に会社形態をとってもいる。このことは 5ped凶 onがより大きな資本を必要と

することを示している.なお「商業学校」によると「商品は一つの地点から他。地点、へ3つの方

法で運送手段 (Fahrzeug)f，"より輸送きれる 寸むわち，船，荷馬車 (Frachtfuhrwerk)，郵

便馬車 (Post)でロ Frachぽuhrwerkは大量の商品の運送のために特に製作きれた荷馬車

(Frachtwag田〉であり，また積荷用に情い入れられた賞馬車(Lohnfuhr'Werk) のととであ ~J

H白ulelsschu1e，Bd. II. S. 232 乙れに対して Speditionsgescbaftとは『商業の独自由領域を

形成L， ある程度まではじommissionshandelり一部門とみなされうる。 その本来の内容は次

の点によってCommissionshandelと区別される.すなわち Sped山田shandelを営む者は，他

の業者の責任で一定の手教訓併をとって商品を買いつけ，その業者あてに運送するのではなしす

でに買いつけられた商品を第三者から委託され， それを送り先に運送するのであ忍」正1"，包

del.幻chule，Bd. II， S. 296 
29) 商業苧技」でほとの業種ほ次のよ号に説明きれる. r商人は自己の危険負担で，取引先に業
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働委託商業間

最後にこの業種を取

上げよう。これはプヅ

パーターノレと較べると

非常に少なく叫わず

かに 7経営を数えるに

すぎない。この業種で

問題として残与のは.

委託商品の運送をどの

ようにして処理したの

かということであり，

2 運送業者との関連，あ

るいは事実上の運送業

兼営は十分に考えられるところである o 事実， プッパ ターノレでは兼業側が

7例も見出されたのであった。しかLニ ダ ライ γ では， Rheydtの Win

Wienands， Gemeinderath， Kommissionair und Postexpediteurの例で両業種

の結合が示唆されているだけである。

111 

以上，繊維工業に関係する各業種について I住民録」の記載内容に検討を

加えてきたが，乙こでその結果を序論で提起した論点に関わらせてみたい。

経蛍形態につい亡は，織物業においτは当時なお問屋制家内工業の形態をと

務を行うよう委託することがありうる。たとえば，かわしが取ヲl先に送る商品を販売すること。理
由は，と白商品がかれの経営の所在地あるいはその附近では版協を見出せないか，あるいは取引

先の所在地よりも販路が狭いからか，商品を仕向先に自ら宜接鼠売するよりも外国白取引先を通

して厩売させた方がより合理的であり，またより安主であると判断するがら。さらに商品を買い

ti- tr る ~L あるいはかれが車引先に送り付けた商品をさらに畠 E 出守U.等句このような委託
の執行をヲ|き受ける者は Commi田 onmrと呼ばれ，委託 C四百皿>s剖onあるいは Ordreを行う
者は Committentと呼ばれるJHandelsschule， Bd. 1. S. 35 

30) 筆者楠，前崎「プァハータールの商人J17ペー ι
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っていたことはほぼ確かめられた。 Lかし他面では，紡績業を中心として機械

化もしくは協業化が進行していたことも認められるとよろであった。もちろん

この両過程はただもに結合しうるものではない。したがって機械化も協業化を

欠くかぎり必ずしも工場化を促進するものではないが，それにもかかわらず，

ニ ダーライン綿工業の総体が，新しい経営組織として工場形態を析出しはじ

めたことはもはや疑いを入れない。問題は，そうした工場化の進展が認められ

る一方では， われわれの使用した資料に現れたかぎり， それに一見関係なく

Fabrik概念が一般性を持ちはじめているかにみえることである。だから， こ

ζ であらためて Fabrikの用語訟が吟味されなければな bない。

第12表は Fabrikおよびそれに類する用語が， どの業種=工程にどの程度

使われこいるかtまとめてみたものである。これから次の点が指摘できょう。

① 織r布部門では，その素材に関係なく Fabrikが使われている。 Weberei

は例外的である。

① しかし織物業の生産物は Fahrikwaarenではなく， ManufaktuTwaaren 

と呼ばれる。逆に Manufakturは製品表示に際してのみ用いられている。

① 紡績業にはおしなべて Spinnereiが用いられ. Garnfabrikなる語は例j

外的であるが，羊毛業において Flanell生産と結合した Sayett生産に対

しては Fabrikが用いられる。

④麻撚糸業には Zwirnereiではなく. Fabrikが用いられる。

⑤ Fabrikは織物業，半崎毛糸紡績業，麻撚糸業のほかに，帽子製造業，

靴下編業，機械製造業，石鹸製造業等にきわめて広〈用いられている。

⑥ 漂白・染色・捺染業では，綿紡績業の場合と同じ<.業種=工程名が同

時に作業場も表現している。

① 製車毛業だけには Muhleが用いられる。

以上の諸点からただちに導き出されることは. Fabrikがもはや特殊な業種

や工程を示すものとしてではなく，個々の商品生産の作業内容の技術的特殊性

から抽象された生産一般の場=組織を意味するものとして使われはじめている
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という ζ とである。これに対して Spinnerei，Farberei等は生産の場であると

同時に，工程であり，また業種でもあり，加工対象の使用価値的特性によって規

定される生産過程の技術的具体性と不可分に結びついている。たしかに Druk-

kereiは捺染業のみならず印刷業に， Bleichereiは織布漂白業のみならず臨漂

白業~::. Siedereiは石鹸製造業とともに修製造業に Brauereiは麦酒醸造業

のみならず製酢業にそれぞれ用いられる c しかしこれらは Fabrikと違ってあ

〈まで特殊な技術的過程に由来する用語であり，したがって異なった製品の生

産過程に対して共通に使用されるとしても，それは異種の製品がたまたまその

生産に際 Ll.特殊な上程を共有するという乙とを表現するにすぎない。したが

ってその応用範囲はおのずから限られている。これに対し， Fabrikがたとえ

ば綿織業と同時に煙草製造業に用いられる場合，それは工程の何らかの技術的

共通性を示すのではもはやない。生産内容は意味から脱け落ち，生産の場一般

としての抽象性が前面に押し出されてきている Fabrik概念がかかるものと

して熟しはじめていたことは，ここで確認しておいてもよいであろう。1:する

と，牛産の場一般としての Fabrikはその意味を何を媒介にして獲得したのか

が問われねばならないロそしてこの間に答えるためには，その Fabrikが織物

業には用いられ，紡績業には用いられないという乙との意味を問うことから始

めるべきであろう。すなわち，一般的にはなお家内工業段階に留まっていたと

考えられる織物業には Fa防止が用いられ，比較的エ場化が進展していたはず

の妨績業には Fabrikが用いられないという，その対照の奇妙さにこそまず焦

点が合わせられなければならないということである。

ここで，当時の Fabrikの用語法を別の史料によってみてみよう c すでにし

ばしば引用した「商業学校」は，その第 1巻の刊行年が「住民録」のそれと一

致し，しかも既述のようにその内容が学術的というよりは徹底して実務的性格

を持つために，かえって当時の業界用語の慣用をしるためには，恰好の資料と

いう ιとが立さる。そ心「商業学校」によると，

rFabrik， Fabrique 1)商品が一般に生産され， 仕上げられ， あるいは加Lされ
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る場所，作業場 (Werks出悼) 2)通例は，種類のいかんを問わず，商品が大量に

生産される大規模経営 (Unternehmung im Grosen)を Fabrikと呼ぶ 3) とりわ

け Fabrikは鉱物から製品が，しかも火と鎚によって加工され，仕上げられる作業場

(Anstalt)を意味する。 Gewerkとも。 Manufakturの対語J3l)

この解説によれば Fabrikは 1.生産空間 2 生産組織，の両者を意味

l-.前者の場合さらに，商品生産の場一般，と金属加士場=鍛冶場とを意味す

る。

これに対L，Manufacturの項でいう

r:Manufactur 商品が手作業労揮者 (Handarheiter)によって， あるいは，、そ

のような労働者の手で動かされる機械によって製造され仕上げられる作業場をいう。

Manufactur= Waaren， Manufactur-Erzeugnisse， Manufacturen 一般にその製

造日際に機械の装置と結びついた労働者の手がすべτを行い，そのため素材が徹底的

に変形されるような (wobeisich also 5to宜egmlZ leidend verhalten)商品と生産物

とをいう ω 一般にはその製造と生産の際に，鎚も火も使わない製品を意味する。 Hand-

a.rbeitenとも」問〉

これによると Manufakturは L 機械の利用のいかんを問わず労働者の手

作業がものをいう作業場 2. 非金属製品，この二様の意味を持つ。

以上の定義によると. Fabrik， Manufakturは共通項としてともに商品生産

の場を意味しえ，その限りでは両者の区別は厳密ではない。生産空間としての

両者が区別される限りでは. Fabrikは金属加工場 Manufakturは非金属製

品加工場〔事実上は主として繊維製品加工場〕を指す ζ とになる。 し、ずれにせよ，

多数の労働者が同一作業場に同時に就業するという労働力編成の特殊な形態は，

概念構成の基準としては採用されていないことに留意されるべきである。 Fa.

brikにはせいぜい大量生産と L寸無概念的ともいえる量的条件は与えられ亡

はいるものの. Manufakturにいたっ亡はそれすら脱け落ちている。己のこと

から Fabrikと Manufakturは発生史的には 2系列の用語である ζ とが想定

31) 正landelsschule，Bd. 1. S. 135-136 

32) Ebenda， S. 156 
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されるのであり， 前者は金属工業を，後者は繊維工業を母胎としていると考

えることができる副。 とすると問題はさらに屈折し， 繊維工業から発生した

Manufakturが「住民録」では生産物表示の際にしか用いられず，金属工業か

ら発生した Fabrikが生産過程に対して用いられるのは何故なのか，あるいは，

両者ともにその発生時には特定の産業部門の技術的特性にそれぞれ結合してい

たはずであるにもかかわらず Fabrikの方が生産空間=生産組織一般として

の普遍的意義をより強〈持つにいたったかにみえるのは何故であるか，という

形で問L、直されるべきであろう。

答はさしあたり否定的な形でしかなされえなし、。すなわち， Man ufaktur (f) 

場合は手作業の側面が強調されるため，機械が手労働的熱線に代わった時点に

おいても，チの延長としての作業機の生産過程における機能の具体性から関心

をそらすことがかえって困難であったであろうロ逆に， Manufakturが製品概

念でもあり号るこ土は，その意義において使用価値拍側面が優先することの当

然の結果でもあろう。 よれに反し， Fabrikは「火の使用J 加熱装置の意義

が前面に出て〈るため， ζれに逆比例して手作業の意義が後退し，比較的容易

に「大量生産!という抽象的・量的規定性を獲得しやすししたがって大規模

経営の意味もより明確に持つことができたからであろう。

それでは， もともと動力発生装置む規定が強調されることによって，加工対

象の具体性からもっとも解放されていたはずの，それゆえもっとも一般的な作

業場概念であったはずの Muhleが，乙の時代には一般性において Fabrikに

ゆずるようになったのは何故か， という問題はなお残る。この点を考えるため

にも，家内工業に留まっている織物業に何故 Fabrikが用いられたのかがあら

33) ). Kermann， a. a. U.， S 由一79(1) ManufakturとFabrikとの語源的説明をも参照。 ケ

ルマンによると Fabrik (ラテン語名 fabricia)は元来鍛冶場を意味したが， 18世紀末頃には
この語の意味内容が広がったため，それ以来，それまでは Manufakturと呼ばれてきた施設に対
してとりわけ使朋されるようにな勺売とい号。 しかし18世記の末に何故 FabrikがManufak士山

にとってかわったのかは問われていない。 なお南ドイツにおいても， この時代に Manufaktur
とFabrik とが別の産業部門における桂営形態を指す用語でもあコたことを邦語文献としては
じめて指摘したりは，松田智雄『ドイツ資本主義の基礎研究』昭閣]42年，岩波書庖(はしがき刊
ベジ〉むあろう.
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ためて聞い直されなければなるまい。

問屋制に留まるかぎり Fabrikは家内工業に従事する分散した個々の生産

現場を示すものではなしといって経営主の庖舗，倉庫，仕上発送作業場のみ

を示すものでもない。この経営形態では生産の場と流通の場とは分離している

のであって，したがって Fabrikは単なる生産空間には留まりえず，生産と流

通とし、う異種空間の一つの特殊な結合形態を指すものにふくれあがらざるをえ

ない。ところが Muhleは， もともと作業場の立地を固定イじさせやすい自然、的

力発生装置と結びついた概念であったため，一義的に生産の場そのものを若、味

動せざるをえず，かえって経蛍形態概念には成熟しえなかったのであろう。

ともあれ，己の時代「大量生産」という基準のもとに Fabrikが経営形態概

念としてますます一般性を獲得しつつあったことが指摘されるのだが，機械化

や協業化が経営形態把握の積極的基準とならず，単に「大量生産J という現象

が基準になりえたのは何故なのか，そして紡績業もまた大量生産の段階に達し

ていたにもかかわらず，これには Fabrikが用いられずに，家内工業段階に留

まっていた織物業において大量生産が問題となったのは何故なのか，という形

で問はさらにつきつめられよう o

この間に答えるためには，結局のところ流通の局面を入れてこざるをえまい。

大量生産も個々の家内織工の仕事場においてではなしその生産物が問屋商人

のもとに集中する乙とによってはじめて大量生産としての意味を経営主に対し

モ持ちうるのであるが，販売されるべき商品の大量生，すなわち販売活動の大

規模化とそれに伴う困難の増大によって，大量生産はさらに特殊な意味を持ち

えたということができょう。つまり大量販売から大量生産が把えかえされてい

るのであり，それゆえ Fab口kとは，市場活動に営業の重点をおく問屋商人の

意識によって把えられた生産概念であったといえるであろう。し市、かえれば，

大量生産が工場化目進展にょう仁もっとも合理的に基礎づけられ亡いたはずの

紡績業に Faurikが適用されないことは，紡績業者が自己の経営形態を Fabrik

としては理解していないという ζ とであり，その限りでは，紡績業は「大量生
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産」を行っていないのである。ということは，紡績業と織物業との市場構造の

相異が経営形態の把え方そのものに影響を及ぼしていたということにほかなら

ない。だから，われわれは両業種の販路をあらためて検討しなければならない。

IV 

いまやわれわれの関心は製品販路に絞られた。するとただちに綿織物の移・

輸出に多数の商人が従事していたことが想い起されよう。そして己申業種にも

確実に資本の集中が進んでいたιとは，会社形態叫主部門ごとにまとめた第13

表によっても示されよう。

それではまず，ニーダーライン綿織物は主としてどこに売りこまれたのか。

この点についてはすでに分析をしたところでありおり その結果を要約すれば，

内部市場向げにはズボン地を中心正した作業服地がとりわけライン河右岸域の

鉱工業地帯に， また総生産のほぼ%はオランダ・ベノレギ に輸出されていた初」

ここであらためて確認しておきたし、与とは， ドイツでは綿織業は遅くも 1830年

代には輸出工業であったということである。ニ ダーライ γ綿織業もその例に

もれない3

これに対し，紡績業の市場はもっぱら地元の織物業に限られていたことは，

紡績業が織物業を兼営するか，綿織業者と個人的関係を結んでいたことからも

十分推定できるところである。 I事情」ではグラ トパハ郡長は「【グラ トパ

ハり〕紡績業はグレ ベンチローホのそれと合わせて約四日00Ctr.の糸を生産

34) 会社形態をとるか否かは商号 (Firma)から逆推するほかはない. r合名会社 CNamenthche

Handelsgesellschaft)り名称あるいは商号は，全社員の民宅か，大部分の場合そうであるが，た
だ 1人あるいは 2人の氏名と他の社員の総称“und仁ompagnie"あるいは“ llndCunsorten" 
を含むJHandelsschule， Bd. 1. S. 36 

35) 筆者稿¥1M.Gladbach商業会劃所年次報告』分析 (1838-1861) ライン申マンチェスター
は，何をどこから買い，何をどこへ売ったか一一Jr土地制度史学』第47号， 1970年4月，所収。

'6) 同ー七論文. 45ベーター なおオラソダ市場には rl忌年ほど前(1833年頃]には年間1O~12000

Ct，の綿製品が当地から供給されていたJJahresb.町 ichtd. HK  Kr. Gladbach pro 1848 
「事情」によると1836年調査時点でDグラートパハ君問綿綿織南生直畳ほ 18000Ctr であっ
た (Zu.st山 ld，S. 59)から，商業会議所の挙げた数値は過大ではないかと思われる。しかしオラ
ンダ巾場が〆ラ ト .I'~/、綿工業にとって死活的意味を持っていたことは|分理解される.
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L それゆえ織物業の需要の過半を満しているJ'η と注記して， 当地産の紡糸

が地元の織物業によって消費されていたことを裏づけている。紡績業と織物業

とは地域的に結合し，その限りで紡績莱は地元の織物業にとっての準備こど程に 酌

留まるほかはなかった。イギリスでは紡績業も織物業と並んで輸出工業になり

えたが， ドイツ綿紡績業は輸出工業たりえなかった。輸出工業たる織物業ほ外

国市場における絶えざる販路開拓のための努力を必要としたが，地元市場に依

存する紡績業にその必要はなかった掛。たとえ紡績業において工場化がもっと

も早〈進展Lたとしても，その市場構造のゆえに Fabrikという一般的概念が

適用されにくかった. と考えることができるのではないか。

ょのようにみてくると. Fabrik概念のうちにニーダーライン綿工業の市場

構造が反映していたとみることができょう。市場構造から Fabrik概念を構成

する慣用はこの後も続き， ドイツにおいて Fabrik概念に生産過程が基準とし

て導入されるのは，はるかに下って19世紀も後半にはいってからである。だか

ら Fabrik;概念が工場概念と異なることをもって，ただちに工場制度の未成立

を導き出子こともできない，ということにもなろう。

むしろ留意されるべきは，新しい市場構造を媒介にしながら Fabrikなる

生産空間l般を指し示す概念が成立しはじめていたこと，そして Fabrikのか

かる用語法に I輸出しなければならない」というドイツ資本主義の宿命が，

ここライン地方の同時代人の意識にもすでに明瞭にわぼっていたことが表現さ

れているよと それはそれで新しい時代の到来を告知するもの，とはいえな

し、由、

37) 昂ιstand，S. 61 

38) 従来. ドイツ綿工業確立の指標として，イギリス綿糸に内部市場をおさえられた紡績業の市場
奪回。努力の成否が問題にされてきたが，長期的にはむLろ，輸出工業たる織物業の販路開拓の
努力の成否にこそ関心が向けられるべきであろう。


